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鷲
巣
の
個
人
著
作
の
う
ち
未
収
録
の
重
要
資
料
『
警
察
試
験
叢
書
［
第
一
編
］
向
上
受
験
の
手
び
き

附
全
警
察
試
験
問
題
』、『
警
察
試
験
叢
書
第
四
編　

警
察
語
学
試
験
問
題
及
解
答
集
』
等
を
収
録
。

⃝

内
容
概
要

１　
『
向
上
受
験
の
手
び
き
』（
改
訂
版
）

２　
『
警
察
語
学
試
験
問
題
及
解
答
集
』

３　
『
台
湾
警
察
協
会
雑
誌
』

　

①「
警
察
官
の
立
場
か
ら
」

　

②「
公
娼
廃
止
是
非
論
」

　

③「
戸
口
事
務
移
管
に
就
て
」

　

④「
第
十
三
回
懸
賞
論
文
当
選
発
表
」

　

⑤「
外
勤
警
察
を
論
じ
郡
警
察
制
度
に
及
ぶ
」

４　
『
台
湾
警
察
時
報
』

①「
練
習
所
通
信
」

②「
時
局
下
の
内
地
旅
行
漫
談
」

参
考
資
料「
台
湾
警
察
歌
」他

附
録
１
旧
台
湾
警
察
諸
警
友
会
の
回
顧

　
　

２
鷲
巣
敦
哉
略
年
譜（
改
訂
稿
）

二
〇
一
四
・
七
刊

吉
原
丈
司=

編
集 

台
湾
統
治・台
湾
警
察
の
実
情
を
綴った
も
う
一つの『
沿
革
史
』

全
１
巻

鷲
巣
敦
哉
著
作
集
補
遺

警
察
試
験
叢
書（
続
）・
雑
誌
所
収
著
作
補
遺（
続
）・
索
引

中
島
利
郎
・
吉
原
丈
司=

編
集
［
既
刊
］

装
ス
ロ
ク
製
上
・
判
六
四
・
版
刻
復
集
編
◎

価
定
◎

　

税
＋
円
０
０
０
、５
６
体
本
揃

す
ま
し
売
分
み
の
巻
別

　

　
　
　

　
　

巻
別

作
著

収
所
誌
雑
・
書
叢
験
試
察
警

引
索
・
遺
補

作
著
収
所
誌
雑

■Ⅱ

話
史
年
十
四
察
警
湾
台

語
物
け
明
打
の
活
生
察
警

台湾統治・台湾警察の実情を綴ったもう一つの『沿革誌』

鷲巣敦哉著作集
中島利郎・吉原丈司＝編集

日
帝
統
治
下
台
湾
史
の
根
本
史
料
と
し
て
著
名
な
『
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
』
の
編
纂
者
で
あ
り
、

実
質
的
な
著
者
で
も
あ
る
鷲
巣
敦
哉
の
主
要
著
作
を
初
め
て
集
成
。『
沿
革
誌
』
を
補
完
し
、

日
本
の
台
湾
統
治
の
裏
面
、
台
湾
警
察
の
実
態
を
知
る
上
で
、
ま
た
鷲
巣
研
究
に
必
備
の
著
作
集
。

　
全
巻
内
容

I
　
警
察
生
活
の
打
明
け
物
語

（
内
容
）
序
文
に
「
警
察
生
活
十
五
年
に
亘
る
豊
富
な
る
体
験
に
基
き
、

警
察
の
あ
ら
ゆ
る
階
級
及
警
察
実
務
の
各
方
面
に
亘
り
経
験
談
を
叙

述
」、
と
あ
る
よ
う
に
、
総
督
府
の
警
察
組
織
と
警
察
官
の
活
動
の
実

態
を
描
く
。

（
解
説
）
吉
原
丈
司
〈
原
本
＝
昭
和
9
年
2
月
15
日
発
行
／
個
人
出
版
〉

〈
巻
頭
に
口
絵
を
付
す
〉

■Ⅱ　
　
台
湾
警
察
四
十
年
史
話

（
内
容
）
本
書
は
一
般
警
察
官
教
養
資
料
と
し
て
、
創
始
四
十
年
余
に

及
ぶ
台
湾
警
察
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
の
概
況
を
記
述
し
た
も
の
。
著
者

自
ら
本
書
を
〝
台
湾
警
察
通
俗
沿
革
誌
〟
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
台

湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
』
を
補
完
す
る
史
料
。

（
解
説
）
吉
原
丈
司
〈
原
本
＝
昭
和
13
年
4
月
28
日
発
行
／
個
人
出
版
〉

■Ⅲ　
　
台
湾
保
甲
皇
民
化
読
本

（
内
容
）
台
湾
に
お
け
る
皇
民
化
運
動
の
歴
史
と
理
念
と
実
態
を
論
じ

た
も
の
。
当
時
の
当
局
の
大
衆
操
作
の
一
面
を
知
る
上
で
必
読
資
料
。

（
解
説
）吉
原
丈
司〈
原
本
＝
昭
和
16
年
11
月
20
日
第
三
版
発
行
／
台
湾
警
察
協
会
〉

■Ⅳ　
　
台
湾
統
治
回
顧
談

　

―
台
湾
の
領
有
と
民
心
の
変
化

―

（
内
容
）
領
台
前
後
か
ら
五
〇
年
間
、
日
本
統
治
の
実
態
と
民
情
の
変

遷
を
系
統
的
物
語
風
に
詳
述
。
本
書
は
雑
誌
『
台
湾
地
方
行
政
』
に

連
載
さ
れ
た
も
の
を
単
行
本
に
し
て
公
刊
し
た
も
の
。

（
解
説
）
中
島
利
郎
〈
原
本
＝
昭
和
18
年
９
月
20
日
発
行
／
台
湾
警
察
協
会
〉

V
　
雑
誌
所
収
著
作

（
内
容
）

１
『
台
湾
警
察
協
会
雑
誌
』
所
収
著
作

　
　「
本
島
警
察
の
特
質
を
論
ず
」「
警
察
講
習
所
た
よ
り
」
他

２
『
台
湾
警
察
時
報
』
所
収
著
作

　
　「
警
察
漫
想
」「
台
警
今
昔
物
語
」「
警
察
界
道
塗
説
」
他

３
『
台
湾
地
方
行
政
』
所
収
著
作

　
　「
台
湾
地
方
行
政
の
四
十
年
史
話
」
他

４
『
台
湾
時
報
』
所
収
著
作

　
　「
拓
務
省
の
沿
革
」「
台
湾
皇
民
化
の
諸
問
題
」
他

５
『
台
法
月
報
』
所
収
著
作

　
　「
法
院
制
度
の
今
昔
物
語
」

（
解
説
）
吉
原
丈
司

〈
巻
末
に
著
作
目
録
、
小
伝（
付
年
譜
）、
人
名
索
引
を
付
す
〉

別
巻

警
察
試
験
叢
書
・
雑
誌
所
収
著
作

　
　補
遺
・
索
引

　
　
　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
◎
全
5
巻
・
別
巻
1

　
◎
編
集
復
刻
版
・
四
六
判
・
上
製
ク
ロ
ス
装

　
◎
定
価
　
揃
本
体
６
５
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０
０
円
＋
税

　
　
　
別
巻
の
み
分
売
し
ま
す
（
別
巻
＝
本
体
１
５
、０
０
０
円
＋
税
）
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台湾統治・台湾警察の実情を綴ったもう一つの『沿革誌』

鷲巣敦哉著作集
中島利郎・吉原丈司＝編集

日
帝
統
治
下
台
湾
史
の
根
本
史
料
と
し
て
著
名
な
『
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
』
の
編
纂
者
で
あ
り
、

実
質
的
な
著
者
で
も
あ
る
鷲
巣
敦
哉
の
主
要
著
作
を
初
め
て
集
成
。『
沿
革
誌
』
を
補
完
し
、

日
本
の
台
湾
統
治
の
裏
面
、
台
湾
警
察
の
実
態
を
知
る
上
で
、
ま
た
鷲
巣
研
究
に
必
備
の
著
作
集
。

　
全
巻
内
容

I
　
警
察
生
活
の
打
明
け
物
語

（
内
容
）
序
文
に
「
警
察
生
活
十
五
年
に
亘
る
豊
富
な
る
体
験
に
基
き
、

警
察
の
あ
ら
ゆ
る
階
級
及
警
察
実
務
の
各
方
面
に
亘
り
経
験
談
を
叙

述
」、
と
あ
る
よ
う
に
、
総
督
府
の
警
察
組
織
と
警
察
官
の
活
動
の
実

態
を
描
く
。

（
解
説
）
吉
原
丈
司
〈
原
本
＝
昭
和
9
年
2
月
15
日
発
行
／
個
人
出
版
〉

〈
巻
頭
に
口
絵
を
付
す
〉

■Ⅱ　
　
台
湾
警
察
四
十
年
史
話

（
内
容
）
本
書
は
一
般
警
察
官
教
養
資
料
と
し
て
、
創
始
四
十
年
余
に

及
ぶ
台
湾
警
察
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
の
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鷲
巣
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哉
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集
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湾
警
察
協
会
雑
誌
』
所
収
著
作

　
　「
本
島
警
察
の
特
質
を
論
ず
」「
警
察
講
習
所
た
よ
り
」
他

２
『
台
湾
警
察
時
報
』
所
収
著
作

　
　「
警
察
漫
想
」「
台
警
今
昔
物
語
」「
警
察
界
道
塗
説
」
他

３
『
台
湾
地
方
行
政
』
所
収
著
作

　
　「
台
湾
地
方
行
政
の
四
十
年
史
話
」
他

４
『
台
湾
時
報
』
所
収
著
作

　
　「
拓
務
省
の
沿
革
」「
台
湾
皇
民
化
の
諸
問
題
」
他

５
『
台
法
月
報
』
所
収
著
作

　
　「
法
院
制
度
の
今
昔
物
語
」

（
解
説
）
吉
原
丈
司

〈
巻
末
に
著
作
目
録
、
小
伝（
付
年
譜
）、
人
名
索
引
を
付
す
〉

別
巻

警
察
試
験
叢
書
・
雑
誌
所
収
著
作

　
　補
遺
・
索
引

　
　
　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
◎
全
5
巻
・
別
巻
1

　
◎
編
集
復
刻
版
・
四
六
判
・
上
製
ク
ロ
ス
装

　
◎
定
価
　
揃
本
体
６
５
、０
０
０
円
＋
税

　
　
　
別
巻
の
み
分
売
し
ま
す
（
別
巻
＝
本
体
１
５
、０
０
０
円
＋
税
）

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］

台湾統治・台湾警察の実情を綴ったもう一つの『沿革誌』

鷲巣敦哉著作集
中島利郎・吉原丈司＝編集

日
帝
統
治
下
台
湾
史
の
根
本
史
料
と
し
て
著
名
な
『
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
』
の
編
纂
者
で
あ
り
、

実
質
的
な
著
者
で
も
あ
る
鷲
巣
敦
哉
の
主
要
著
作
を
初
め
て
集
成
。『
沿
革
誌
』
を
補
完
し
、

日
本
の
台
湾
統
治
の
裏
面
、
台
湾
警
察
の
実
態
を
知
る
上
で
、
ま
た
鷲
巣
研
究
に
必
備
の
著
作
集
。

　
全
巻
内
容

I
　
警
察
生
活
の
打
明
け
物
語

（
内
容
）
序
文
に
「
警
察
生
活
十
五
年
に
亘
る
豊
富
な
る
体
験
に
基
き
、

警
察
の
あ
ら
ゆ
る
階
級
及
警
察
実
務
の
各
方
面
に
亘
り
経
験
談
を
叙

述
」、
と
あ
る
よ
う
に
、
総
督
府
の
警
察
組
織
と
警
察
官
の
活
動
の
実

態
を
描
く
。

（
解
説
）
吉
原
丈
司
〈
原
本
＝
昭
和
9
年
2
月
15
日
発
行
／
個
人
出
版
〉

〈
巻
頭
に
口
絵
を
付
す
〉

■Ⅱ　
　
台
湾
警
察
四
十
年
史
話

（
内
容
）
本
書
は
一
般
警
察
官
教
養
資
料
と
し
て
、
創
始
四
十
年
余
に

及
ぶ
台
湾
警
察
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
の
概
況
を
記
述
し
た
も
の
。
著
者

自
ら
本
書
を
〝
台
湾
警
察
通
俗
沿
革
誌
〟
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
台

湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
』
を
補
完
す
る
史
料
。

（
解
説
）
吉
原
丈
司
〈
原
本
＝
昭
和
13
年
4
月
28
日
発
行
／
個
人
出
版
〉

■Ⅲ　
　
台
湾
保
甲
皇
民
化
読
本

（
内
容
）
台
湾
に
お
け
る
皇
民
化
運
動
の
歴
史
と
理
念
と
実
態
を
論
じ

た
も
の
。
当
時
の
当
局
の
大
衆
操
作
の
一
面
を
知
る
上
で
必
読
資
料
。

（
解
説
）吉
原
丈
司〈
原
本
＝
昭
和
16
年
11
月
20
日
第
三
版
発
行
／
台
湾
警
察
協
会
〉

■Ⅳ　
　
台
湾
統
治
回
顧
談

　

―
台
湾
の
領
有
と
民
心
の
変
化

―

（
内
容
）
領
台
前
後
か
ら
五
〇
年
間
、
日
本
統
治
の
実
態
と
民
情
の
変

遷
を
系
統
的
物
語
風
に
詳
述
。
本
書
は
雑
誌
『
台
湾
地
方
行
政
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に

連
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を
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に
し
て
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☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］


